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熱帯農業については,なんといっても,イギ リス人

が最も豊富な経験をもつ｡

ここに紹介する ｢熱帯農業｣の共著者のひとりC.C.

Webster博士 は前マラヤゴム研 究所長で あるが,

マラヤ以外,ケニア ･西インド諸島 ･タンガニカにも

勤務 し,過去32年にわたって熱帯農業にとりくんでき

ている｡ もうひとりの共 著者 P.N.Wilsonは現 在

Unileverの研究室に働いているが,過去 13年,束ア

フリカの Makerere大学 および 蕗インド諸島大学で

熱帯畜産学を講じてきた｡

イギ リスの熱帯農業についての過去の業績を背景と

して,若者のこの現地研究にもとづく,熱帯農業の概

説書が本書である｡現在の日本の熱帯農業研究の水準

にくらべ,はるかに高いものであることを,残念なが

ら認めないわけにゆかない｡

本書は,熱帯農業の基礎的な諸条件を明らかにし,

熱帯の作物栽培および家畜飼養改善のための,既知の

農業技術研究の総括を目的としている｡

したがって,その内容として,まず熱帯農業の自然

的条件である気候 (気候型 ･降水 ･湿度 ･気温 ･日

照),土壌 (熱帯土壌調査と分類 ･丘陵地傾斜地低台

地の土壌･沖積平地と低テラスの土壌,なおこの章だけ

は H.Bine博士の執筆)および植生 (主要植生形態)

をとりあげる｡つぎに社会的要因として,技術水準 ･

社会構造 ･伝統と信仰 ･人口密度と分布 ･健康と栄養

･土地制度と相続を考察する｡

本論に入って,熱帯農業において,きわめて重要な

問題である土壌および水保全が最初に考察 される｡

つぎは,開墾 ･耕起および雑草駆除の章となる｡これ

題となる｡これは3童にわかれ,移動 (焼畑)耕作,

移動耕作の改善形態,水稲生産なる永久的作付形態の

それぞれにおいて,地力維持方法が分析される｡転じ

て,樹木および潅木作物,すなわち熱帯農業の重要郡

門である樹園作物の考案となる｡ついで熱帯農業の,

もうひとつの部門である日然草地が自然草地の形態 ･

放牧による利用の 2葺にわかって検討される｡これに

飼料作物の栽培と牧草地の章がつづ く｡最後は家畜飼

養についてであって,熱帯家畜の種類,家畜の熱帯環

境-の適応,熱帯における家畜管理,熱帯における家

畜改善の3章があてられる｡

本書は,個別の作物や個別の家畜につ いての説 明

はそれぞれの専門書にゆずることにしている｡ (たと

えば, これがその 1冊 で あ る TropicalAgricultlle

Seriesにしても,ココヤシ,茶,莱,熱帯内陸漁業,

熱帯養蜂,ココア,熟霜畜産入門などの請書の刊行を

見る)｡したがって,巻末に30ページにわたっての参

考文献目録がつけられており,より詳細な研究への手

引きとなっている｡

わたくLは,本書は熱帯農業概論書として長もすぐ

れたもののひとつであると思 う｡もちろん,広 く熟帯

全般についての叙述であるだけに,東南アジア農業と

しては不十分であることはいうまでもない｡ しかし,

東南アジアの農業を理解するために,ここに強調され

ているプ リンシプルは,きわめて有効に役立つにちが

いない｡その意味で,東南アジア農業の関係者にも,

ぜひとも一読をおすすめしたい｡ (本間 武)
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